
 

                    2021年 7月 8日（木） 

 

 

① 滴適 ＆ アリババ 

 

⇒ 米中の対立は貿易・人権問題から遂にマネーにまで及びました 

⇒ 米中双方に流れていたマネーが滞ると、予想以上の悪影響が金融市場の各方面に及ぶと思います 

⇒ 金融市場はまだその影響の大きさを過小評価しているのではないかと思います 

⇒ 為替市場ではユーロ・ポンド・豪ドルが円高に反転し始めました 

⇒ 原油価格も目先のピークを付けた感があります 

⇒ コロナ・インド株感染拡大もあり、世界景気悪化⇒リスク回避の国債買いとなっています 

⇒ 中国の景気悪化の影響を一番受ける日本株式も下落トレンドとなってきました 

⇒ 最大限の注意が必要なタイミングとなってきたのではないでしょうか 

 

 

【滴滴：5日間】 

 

 

 

 

 



 

 

【アリババ：6 ヶ月】 

 

 

 

 

【WTI原油：6 ヶ月】 

 

 

 



 

 

【米 10年国債利回り：6 ヶ月】 

 

 

 

【日経平均：6 ヶ月】 

 


